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網様体が覚醒機構に関係し， 又種々のレベルに於て知覚インパノレスの受容及び伝搬を調節することは多
くの報告によって知られている。 しかしながら，覚醒作用を有する網様体内のインパルスの伝導や干渉に
ついては知見が少し 網様体各部位の機能的相関について統一的見解を見出すに宅っていない口そこで著
者ば， 網紋m~日系に属する橋網様体ネウロンのf1発活動及び知覚刺激による活発活動が，同じ賦活系に属
する巾脳網椋休覚醒刺激によって如何に影響されるかを明らかにしようとした。
〔方法〉
筋弛綬剤を用いて不動化した猫を用いた口刺激は坐骨神経或は浅撰骨神経を用い，橋網様体から得られ
る誘発電位，自発放電，誘発放電に対する中脳網様体覚醒刺激の影響をしらべた。誘発電位の記録電極は
直径約 200μ のステンレス線，単位放電の誘導に用いた微小電極は 3MKCl 封入ガラス毛細管或は， 5μ の
タングステンをガラス毛細管に封入し，電解研磨して先端を更に細くしたものである。得られた電気現象
を CR 増巾器を通してブラウン管に接続し，連続記録装置によりオッシロペーパー上に撮影した。同時に
通常脳波をインク描記脳波計で記録し， 背景脳波の態度を観察した。網株賦活系に属する椅網校体巾仇放
屯として，次の 3 つの条件を満足するものを選んだ口 (1)上述の 2 種の末梢神経の中.発刺激に応じ， (2)いづ
れかの末梢神経の頻回刺激に反応を示し， (3)単位放電記録部位の近傍を刺激することにより，皮質脱同期
と海馬同期波を引起し，覚醒効果を示す口自発活動及び誘発活動の記録部位は上行性投射ネウロンの多い，
外転神経及び梯形体レベノレの橋網様体である。
C成績及び考察7
(1) 末梢神経刺激による橋網様体の活発電位は， 潜時 10--20msec，接続時間 10--30msec の陽性電位
と，それに続く持続の長い (40--75msec) 陰性緩電位から成る。
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(2) 橋網様体誘発電位の末梢神経頑固刺激効果， 回復曲線，室息による影響が陽性成分と陰性成分で具
ることは，両者が臭る tfj，*主要来に仰囚するものであることを示す。
(3) 中脳網様体の頻回刺激により， 脳波覚醒反応の出現と共に橋網椛休i読売電仇は振幅を減じたが，特
に陰性綬電位の方が著明に抑えられた口
(4) 橋網様体に誘発電位を生じる中脳網様休の先行刺激は， 末梢神経刺激による橋網椋休誘発電{，'J:を 10
-40msec の間抑制した。
(5) *HHIIJ経刺激による焔網様体ネウロンω請発放屯は 10-30msecω泌 11与をもち， I話発信位の|場'f!j二相
及び陰性相の下降期に現れ，上昇期には現れず， 自発放電も抑えられ，抑制機構が働いているものと示唆
される。
(6) 橋網様体ネウロンの自発放電は巾脳網様休覚醒刺激によって促通的影響をうけるものが多いが， 誘
発放電は促通的或は抑制的影響をうける。
(7) 橋網様体ネウロンは， 中脳網様体の単発刺激に応答するものとしないものに分けられる。中脳網秘
体の単発刺激に応答する橋網様体ネウロンの末梢神経刺激による誘発放電は， 同じく賦活系に属する中脳
網様体の頻回刺激によって抑制効果をうけるものが多い。 これに反し，中脳網様休の単発刺激に応答しな
い橋網様休ネウロンでは， 末梢神経刺激による誘発放電は中脳網様休の頻回刺激によって促通効果をうけ
るものが多い。
(8) 以上の成績は橋網様体の体知覚インパルスによる働き方を示し， 上位の覚醒系の活動によって促通
又は抑制の干渉‘をうけることを示すものである。促通効果は刺激開始直後から見られ， rl'脳網様体から橋
網椋体へ入るインパルスによる関下促通が考えられるが， 抑制効果は刺激中に現れるものと刺激終了後に
現れるものがあるから， 減却による以外に他の抑制機構即ち近傍のネウロンの働きによる抑制或は網様体
ネウロンの賦活後抑制が考えられるの
論文の審査結果の要旨
〔目的〉
網様体が覚醒機構に関係し， 又種々のレベルに於て知覚インパルスの受容及び伝搬を調節する乙とは多
くの報告によって知られている。 しかしながら，覚醒作用を有する網様体内のインパノレスの伝導や干渉に
ついては知見が少し 網椋体各部位の機能的相関について統一的見解を見出すに至っていない。
そこで存者は， 網椋賦活系に属する橋網椋休ネウロンの自発活動及び知覚刺激による誘発活動が，同じ
賦活系に属する中脳網様体覚醒刺激によって如何に影響されるかを明らかにしようとした。
〔方 法コ
筋弛緩剤を用いて不動化した猫を用いた口刺激は坐骨神経或ば浅横骨神経を用い，橋網椋休から得られ
る誘発電位， 自発放電，誘発放電に対する中脳網椋体覚醒刺激の影響をしらべた c 誘発電位の記録電極は
直径約 200μ のステンレス線，単位放電の誘導に用いた微小電極は 3MKCl 封入ガラス毛細管或は， 5μ の
タングステンをガラス毛細管に封入し，電解研磨して先端を更に細くしたものである。得られた電気現象
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を CR 増巾器を通してブラウンむに接続し，連続記録装置によりオッシロペーパー上 lこ撮影した。同時に通
常脳波をインク拙心脳波計で li己保し， 背景脳波の態度を観察した口網秘賦活系に属する桶網拡体単位放電
として，次の 3 つの条件を満足するものを選んだ口 (1)上述の 2 種の末梢神経の単発刺激ほ応じ， (2)いづれ
かの末梢神経の頻回刺激に反応を示し， (3)単位放電記録部位の近傍を刺激する乙とにより，皮質脱周期と
海馬同期波を引起し，覚醒効果を示す。 自発活動及び誘発活動の記録部位は上行性投射ネウロンの多い，
外転神経及び梯形体レベソレの橋網殺体である口
〔成績及び考察〕
(1) 末梢神経刺激による橋網様体の誘発電位は， 潜時 10--20msec 持続時間 10--30msec の陽性電位
と，それに続く持続の長い (40--75msce) 陰性緩電位から成る。
(2) 橋網様体誘発電位の末梢神経頻回刺激効果， 回復曲線，窒息による影響が陽性成分と陰性成分で異
ることは，両者が異る神経要素に帰因するものであることを示す。
(3) 中脳網様体の頻回刺激により，脳波覚醒反応の出現と共に橋網校体誘発電位は振幅を減じたが， 特
に陰性緩電位の方が幸子明に抑えられた。
(4) 橋網様体に誘発電位を生じる中脳網様体の先行刺激は， 末梢神経刺激による橋網校体誘発電位を
10-40msec の間抑制した。
(5) 末梢神経刺激による橋網様体ネウロンの活発放電は 10-30msec の潜時をもち， 誘発電位の陽性相
及び陰性相の下降期に現れ，上昇j切には現れず， 自発放電も抑えられ，抑制機構が働いているものと示唆
される。
(6) 橋網様体ネウロンの自発放電は中脳網様体覚醒刺激によって促通的影響をうけるものが多いが， 誘
発放電は促通的或は抑制的影響をうける。
(7) 橋網様体ネウロンは， ql脳網様体の単発刺激 lと応答するものとしないものに分けられる。中脳網様
体の単発刺激に応答する橋網様体ネウロンの末梢神経刺激による誘発放電は， 同じく賦活系に属する中脳
網様休の頻回刺激によって抑制効果をうけるものが多い。 これに反し，中脳網椋体の単発刺激に応答しな
い橋網様体ネウロンでは， 末梢神経刺激による誘発放電は中脳網様体の頻回刺激によって促通効果をうけ
るものが多い。
(8) 以上の成績は橋網様体の体知覚インパルスによる働き方を示し， 上位の覚醒系の活動によって促通
或は抑制の干渉をうけることを示すものである口促通効果は刺激開始直後から見られ，中脳網様体から橋
網様体に入るインパルスによる関下促通が考えられるが， 抑制効果は刺激中に現れるものと刺激終了後に
現れるものがあるから，減却による以外に， 他の抑制機構即ち近傍のネウロンの働きによる抑制或は網様
体ネウロンの賦活後抑制が考えられる。
要するに，乙の成績は網様体電気活動をより一層くわしく解析したものであり， 覚醒機構に関係する網
様賦活系の精巧な協調作用解明の端著を示すものとして， その意義を認めるものである。
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